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ダイヤモンドダスト発生日の気象条件の特徴 

－2022-2023年冬の旭川市における観測から－ 
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2022-2023 年冬に旭川市においてダイヤモンドダストが計 11 日観測された．朝の気温が氷点下 15℃を下回

る極めて低温の日には，8 割以上の確率でダイヤモンドダストが発生していた．また，朝の気温が氷点下 15℃

から氷点下 10℃の間の日においては，相対湿度が 90%以上の高湿度の場合に発生しやすい傾向が確認され

た．これらの結果は，2021-2022 年冬の弟子屈町川湯における調査結果と調和的であり，ダイヤモンドダス

トが発生する気象条件を一般化できる可能性が示唆された． 

 

１．はじめに 

ダイヤモンドダストは「細氷」とも呼ばれ，冬季

の大気中に浮遊する氷晶が，太陽光を反射・屈折し

てキラキラと光る現象 1)であり，北海道内陸部など

で放射冷却により急激に温度が下がったときなど

に観察され 2)，北海道内陸部在住者にとっては比較

的身近な自然現象である．一方で本州以南や海外な

どの比較的温暖な地域に暮らす人にとっては珍し

い現象であるため，観光資源の 1 つとして注目され

ている 3). 

ダイヤモンドダストの様な自然現象を観光資源

として活用することを考えた場合，発生条件の明確

化とそれに基づく短期的あるいは中長期的な予測

が重要になると考えられる．しかし，ダイヤモンド

ダストに関しては，厳冬期の快晴かつ無風など限ら

れた条件の時に発生する 4)とされているものの，自

然環境下での発生条件を明確に示した事例は見当

たらない．そこで，筆者らは 2021-2022 年冬に弟子

屈町川湯においてダイヤモンドダストの観測を実

施し，発生の有無と当日の気温の関係を整理した 5)．

本研究では，ダイヤモンドダストの発生条件の一般

化に向けて，北海道内の別地域において観測を実施

し，発生の有無と気象条件の関係を検証することで，

発生日の特徴を把握することを目的とする． 

 

２．方法 

２．１ ダイヤモンドダストの観測 

観測地は道北内陸部の旭川市を選定した．旭川市

は上川盆地の中央部にあり，朝晩の寒暖差が大きく，

特に放射冷却により朝方の気温が下がりやすいた

めダイヤモンドダスト観測地として適している．ダ

イヤモンドダストは，旭川八景の 1 つでもあり 6)，

かねてより市民に親しまれてきたことが伺える． 

観測期間は 2022 年 12 月 1 日から 2023 年 2 月 28

日までの 90 日間とし，日の出前後から 9 時頃まで

の間を観測時間帯とした．当日の最低気温の予報や

朝の気温実測値が低く，ダイヤモンドダストが期待

できる日に筆者らによる目視観測と動画および静

止画の撮影を実施した．観測地点は図 1 に示す通り

 

図 1 観測地点 
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忠別川に架かる橋上 4 地点（A, B, C, D）と，忠別川

よりもやや高台にある 2 地点（E, F）の計 6 地点を

設定し，日によって異なる地点に赴き観測を行った． 

ダイヤモンドダストと細かい降雪の区別は，太陽

の方角に直射光を反射・屈折している粒子のみが視

認できた場合をダイヤモンドダストの発生とみな

し，直射光に依らず全方位的に一様に粒子が確認で

きる場合は細かい降雪と判断した． 

 

２．２ 気象条件の解析 

気象要素として，旭川地方気象台の観測による気

温，相対湿度，日照時間，天候を用いた．ダイヤモ

ンドダストの観測時間帯を考慮して，各気象要素の

午前 7，8，9 時の 1 時間値の平均値と発生の有無の

関係を解析した． 

 

３．結果と考察 

３．１ ダイヤモンドダストの観測 

ダイヤモンドダストは期間内に合計 11 日観測さ

れた．図 2 に観測地点ごとの撮影画像を，図 3 に拡

大したダイヤモンドダストの画像例をそれぞれ示

す．同時多点的な観測は実施していないが，設定し

た 6 地点全てでダイヤモンドダストを視認するこ

とができた．また，観測地点までの移動中において

もダイヤモンドダストを視認できるケースもあっ

たことから，ある地点で発生している時は他の地点

でも発生している可能性が高いと考えられた． 

ダイヤモンドダストは，いずれの地点においても

太陽に正対し視界のやや下方の影が背景になる箇

所で最も良く視認することができた．橋の上は通常

視界が開けていることが多く，河畔林などによる影

を下方に見る構図を取りやすいため，ダイヤモンド

ダストの観測に適しているということができる． 

 

３．２ 発生の有無と気温・相対湿度の関係 

図 4 に 7-9 時の平均気温とダイヤモンドダストの

発生有無の関係を示す．発生は気温が低い日に集中

しており，低温であることが発生に強く影響するこ

とが伺えた．気温の条件と発生有無の関係を発生率

（発生した日数／気温条件を満たした日数）で表す

と，-16℃以下の場合は発生率 100%（7 日／7 日），

-16℃超-12℃以下の場合は発生率 43%（3 日／7 日）

であり，-12℃超の場合に発生が確認されたのは，わ

ずか 1 日だった． 

 

 

図 2 観測地点ごとの撮影画像 

（数字は発生日に対して順に割り当てたイベン

トNo.を示す．ダイヤモンドダストが特に良く視

認できた箇所を丸枠で囲んである．） 

 

図 3 ダイヤモンドダストの撮影画像例 

（河畔林の影を背にして太陽の直射光が入る箇

所に密度の高い柱状の粒子群が確認できる．） 
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図4 7-9時の平均気温とダイヤモンドダストの発

生有無の関係 

2021-2022 年冬の弟子屈町川湯においては，合計

14 日の発生が確認されており，-16℃以下の場合は

発生率 100%（9 日／9 日），-16℃超-12℃以下の場合

は発生率 33%（5 日／15 日）であり，-12℃超の場

合は発生が確認されておらず 5)，今回の結果と良く

調和していた． 

次に，相対湿度も加味して気象条件と発生の有無

の関係を検証した．図 5 に 7-9 時の気温および相対

湿度の平均値と発生の有無との関係を示す．気温が

-15℃を下回る日は計 9 日あり，いずれも相対湿度

が 80%-90%の範囲だった．その内 8 日でダイヤモ

ンドダストが発生した．また，気温が-15℃を上回る

日においては，ダイヤモンドダストは，いずれも相

対湿度が 90%を超える高湿度の日に発生していた．

前述した 2021-2022年冬の弟子屈町川湯における観

測においても同様の傾向が確認されており，そこま

で気温が低下していない日においても，高湿度であ

ればダイヤモンドダストが発生し得ることが明ら

かになった． 

ダイヤモンドダスト発生日の気象条件について，

北海道内の異なる 2 地域において，同じ様な結果が

得られたことによって，発生条件が一般化できる可

能性が示唆された． 

 

３．３ 発生日の気象条件の特徴 

発生日の気象条件について，特に低温だった 2023

年１月 30 日（イベントNo.5）の例を図 6 に示す．

この日は，前日夜から当日の朝まで晴れが続き，放

射冷却が進んだことにより気温が急低下し，朝 7 時

の時点で-23.4℃を記録した．日の出後も晴天が続き

十分な日照があったため，ダイヤモンドダストが観

測できた．このように夜間に気温が急低下するパタ

ーンがこの日以外でも多く見られた． 

そこで，前日の昼過ぎ（13-15 時の平均値）と当

日の朝（7-9 時の平均値）の気温差を用いてダイヤ

モンドダスト発生日の気象条件の特徴を解析した．

図 7 に当日朝の気温および前日昼過ぎとの気温差

と発生有無の関係を示す．発生日 11 日の内 9 日

（No.1, 2, 3, 4, 5, 7, 8,9,11）は，当日朝の気温が-15℃

以下あるいは前日昼過ぎから 10℃以上低下した場

合に集中しており，これらの日は，イベントNo.5 と

同じく放射冷却が進んだ気象パターンであること

が推察された． 

一方で比較的高い気温にも関わらずダイヤモン

ドダストが発生した日（No.6, 10）に関しては，夜間

 

図 5 7-9 時の気温および相対湿度の平均値とダ

イヤモンドダストの発生有無の関係 

 

図 6 2023年１月 30日（イベント No.5）とその

前日の気象条件 

（日照時間は前 1 時間の累積で記録されている

ため，図中では 1時間前倒しで表示） 

 

図 7 当日朝の気温および前日昼過ぎとの気温

差とダイヤモンドダストの発生有無の関係 
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に晴れが継続せず，雪または曇りとなっていた．そ

のため放射冷却は進まなかったものの高湿度とな

りダイヤモンドダストが発生した可能性があると

考えられた． 

 

３．４ 短期的な発生の予測に向けた検討 

ダイヤモンドダストを観光資源として活用する

ことを考えると，短期的に発生を予測することが有

益な情報になり得る．ここでは，前日時点でどの程

度発生の予測が可能か検証を試みた．短期的な予測

情報として一般的に入手可能である最低気温につ

いて，前日時点の予報と当日の実測およびダイヤモ

ンドダストの発生有無の関係を表 1 に整理した．前

日時点の予報は気象庁による午前 5 時発表の旭川

の最低気温を参照し，当日の実測は旭川地方気象台

の観測による 0-9 時の 1 時間値の内最も低い気温を

採用した． 

前日時点で最低気温-15℃以下の予報が出ていた

ケースは 11 日あった．その内 7 日は実測も-15℃以

下であり，その全てでダイヤモンドダストが発生し

た．それ以外の 4 日は，実測が-15℃超-10℃以下の

範囲であったが，内 1 日はダイヤモンドダストが発

生した．このことから前日時点で最低気温の予報が

-15℃以下であれば，7 割超の確率でダイヤモンドダ

ストが発生したことになる．また，前日時点で最低

気温の予報が-15℃超-10℃以下のケースは 33 日あ

ったが，その内発生が確認されたのはわずか 2 日で

あり，発生確率としては 1 割に満たなかった． 

 

表 1 最低気温に関する前日時点の予報と当日

の実測およびダイヤモンドダスト発生有無

の関係 

前日時点の

予報 
当日の実測 

発生有無の日数 

有 無 

～-15℃ 
～-15℃ 7 0 

-15～-10℃ 1 3 

-15～-10℃ 

～-15℃ 1 1 

-15～-10℃ 1 18 

-10℃～ 0 12 

-10℃～ 
-15～-10℃ 1 5 

-10℃～ 0 25 

※対象期間は 12 月 16 日から翌 2 月 28 日までの

75 日間とした 

 

４．おわりに 

本研究では，旭川市においてダイヤモンドダスト

の観測を行い，発生の有無と気象条件の関係を検証

した．本研究による主な結果は次のとおりである． 

 2022 年 12 月から 2023 年 2 月までの 90 日間でダ

イヤモンドダストが 11 日観測された． 

 ダイヤモンドダストが発生した日は，朝の気温

（7-9 時の平均値）が-15℃を下回る極めて低温な

日が大半を占めていた． 

 朝の気温が-15℃を上回る日においては，ダイヤ

モンドダストは，いずれも相対湿度が 90%を超え

る高湿度の日に発生していた． 

 ダイヤモンドダスト発生日の気象条件として，放

射冷却により前日の昼過ぎから急激に温度が低

下するパターンと，降雪や雲により放射冷却は進

まなかったものの高湿度となるパターンの 2 通

りあることがわかった． 

上述した結果の内，温度と湿度に関する気象条件

に関しては，2021-2022 年冬に弟子屈町川湯で実施

した観測結果と調和的であり，ダイヤモンドダスト

の発生条件を一般化できる可能性が示唆された．発

生条件を明確にすることにより，短期的あるいは中

長期的な予測が可能になる．今回は短期的な予測に

関する基礎的な検討をするに留まったが，今後詳細

な検証をすることでさらに予測精度を高めること

が可能であると考えている． 
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